
症例番号 (No.１ ～ ３）        療  養  録（  職  種  ）    (様式 11 - 1  )  
 
                    申請者氏名           

 １ ． 年 代（60代など） ・ 性 別　　　　 褥 瘡 の 大 き さ ･ 部 位 ： 1 4 . 0×4 . 0 c m･尾 骨 部  

要介護度：３  日常生活自立度： C１  

基礎疾患（褥瘡発生に関連の深いもの）：脳塞栓症、肺癌、貧血  

(関与した期間） 0 8 年 7 月～ 8 月  

 

 

 

・ D E S I G N-R ( d 2- e1 S15 i1 g3 N3  To t a l  2 3点 ）

・ 体 圧 分 散 寝 具 名 ： ア ド バ ン

・ 主 な 栄 養 投 与 経 路（ 経 口 ・ 経 管 ・ 経 静 脈 ）

・予防対策（個別的・基本的な内容）  
呼吸不全のため頭側挙上をとり、ずれによ

る褥瘡を発生した。ピローなどを活用し、

苦痛を緩和しながら悪化を防止した。  
・治療経過（使用薬剤名・創傷被覆材名等）

びらん面はデュオアクティブにて改善、中

央部壊死組織の融解除去にゲーベンクリー

ムを選択、フィルム材で被覆して表層は除

去されたが、創周囲に発赤と熱感、滲出液

が増加し、感染を疑い、入院加療となった。

２ ．  年代（60代など）・性別 褥瘡の大きさ･部位 ：（ 褥 瘡 が あ る 場 合 の み ）  

要介護度：５  日常生活自立度：Ｃ２  

基礎疾患（褥瘡発生に関連の深いもの）：変形性脊椎症・変形性室関節症  

(関与した期間） 0 8 年 8 月～ 1 0 月

 
・ B r a d e n  S c a l e  ( To t a l  1 4  )  

０４８： ソ フ ケ ア・ 体 圧 分 散 寝 具 名  

・主 な 栄 養 投 与 経 路（ 経 口・経 管・経 静 脈 ）

・ 予防対策（個別的・基本的な内容）  
強度の屈曲拘縮のため左側臥位が困難で下

肢の交接にも注意した。嚥下障害から誤嚥

性肺炎、敗血症を再発し、糖尿病も合併し

ている。るいそうのため骨突出があり、エ

ア ー マ ッ ト は 内 圧 を ３ 回 ／ 日 底 付 き 確 認

し、３０ｋｇの体重を除圧し、ピローを併

用して褥瘡の発生を予防した。  

 ３ ． 年代（60代など）・性別　　　　　　褥 瘡 の 大 き さ ･ 部 位 ： 3 . 6 × 4 . 0 c m  
要介護度：３  日常生活自立度： C 1  

基礎疾患（褥瘡発生に関連の深いもの）：脳梗塞後遺症、認知症  

(関与した期間） 0 8 年 9 月  

 

 

 

・ D E S I G N-R ( d2- e1 s6 i1 g1 n0 To t a l  9点 )

・ 体 圧 分 散 寝 具 名 ： サ ー モ コ ン ト ア

・ 主 な 栄 養 投 与 経 路（ 経 口 ・ 経 管 ・ 経 静 脈 ）

・予防対策（個別的・基本的な内容）  
下半身麻痺、食事は咀嚼できるが、目が見

えにくいため要介助。車椅子乗車時はウレ

タン製クッションを使用。仙骨部がやや突

出しており、圧迫等を受けやすく、背板側

にもスポンジを併用して保護した。  
・治療経過（使用薬剤名・創傷被覆材名等）

発赤、びらんのためフィルム材で被覆し、

７日で改善した。  



 
 

症例番号 (No.４ ～ ５）     予防・管理記録（  職種  ）     (様式 11 - 2  )  
 

                    申請者氏名             

４ ．  年代（60代など）・性別 褥瘡の大きさ･部位 ：（ 褥 瘡 が ある 場 合の み ）  

要介護度：  日常生活自立度：  

基礎疾患（褥瘡発生に関連の深いもの）：  

 

( 関 与 し た 期 間 ）× × × × 年 × × 月

・ 予 防 対 策 の 場 合 に は 状 況 が わ か る 写 真

・   褥 瘡 が あ る 場 合 に は 創 部 写 真  

（ 発 生 前 ）  

・ B r a d e n  S c a l e  ( To t a l  〇 〇 )  

（ 発 生 後 ）  

・ D E S I G N -R（× × × × × × × × × × To t a l〇 )

・ 体 圧 分 散 寝 具 名 ：      

・主 な 栄 養 投 与 経 路（ 経 口・経 管・経 静 脈 ）

・ 予防対策（個別的・基本的な内容）  
・治療経過（使用薬剤名・創傷被覆材名等）

 

５ ．  年代（60代など）・性別           褥 瘡 の 大 き さ ・ 部 位 ：（ 褥 瘡 が あ る 場 合 の み） 
要介護度：  日常生活自立度：  

基礎疾患（褥瘡発生に関連の深いもの）：  

 

( 関 与 し た 期 間 ）× × × × 年 × × 月

・ 予 防 対 策 の 場 合 に は 状 況 が わ か る 写 真

・   褥 瘡 が あ る 場 合 に は 創 部 写 真  

（ 発 生 前 ）  

・ B r a d e n  S c a l e  ( To t a l  〇 〇 )  

（ 発 生 後 ）  

・ D E S I G N-R（× × × × × × × × × × To t a l 〇 )

・ 体 圧 分 散 寝 具 名 ：      

・主 な 栄 養 投 与 経 路（ 経 口・経 管・経 静 脈 ）

・ 予防対策（個別的・基本的な内容）  
・治療経過（使用薬剤名・創傷被覆材名等）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




